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今月号のここがポイント！

本号では，5 月に行われた記念講演会から大阪大学菅沼先生のご講演と 3 件の解説記

事を掲載いたしました。

1 件目は芳香族ポリケトンについてです。優れた耐熱性と機械的特性を持つポリケト

ンの主鎖構造を改良することで溶剤可溶性を持たせ，機能化を行った研究について紹介

しています。2 件目は本年のノーベル化学賞で話題となりましたクリックケミストリーに

ついてです。本記事では独自の官能基保護法の開発によりクリック反応を自在に制御し，

多様な分子構造を逐次連結させる研究について紹介しています。3 件目は自動合成技術

についてです。自動合成技術の歴史から，近年のフロー合成や機械学習技術の発展を踏

まえた今後の展望について紹介しています。
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